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要  約 

本研究の目的は、保育者養成教育としての対話ベースの音楽授業をどのように設計すれば、学生が能動的に学び音楽

的な知識や技能を身につけていくことができるのかについて示唆を得ることである。そのために、音楽授業においてどの

ような授業の到達目標が設定され、どのような教科書が使用され、どのような学修評価がなされてきたのか、2021 年度

に公開されている音楽授業のシラバスを調査し、シラバスから捕捉した旧来の音楽授業の設計上の特徴と問題点を明ら

かにした。結論は次のとおりである。1) 目標と評価の一体化: シラバスを通して教師と学生が共有する授業の到達目標

と学修評価の方法の具体を一対のものとして捉える必要がある。2) 知識理解、技能、学修に向かう態度の 3 つの観点を

関連付けながら、授業の到達目標と学修評価の方法を設定する。3) 保育実践を想定した音楽経験の文脈の中で学修する

ことを前提に、音楽の基礎的な知識及びピアノ演奏や弾き歌いの技術の修得が到達目標として設定する。4)  学修に向

かう態度のような情意的な目標に対する評価方法の具体を明示する。5) 以上のようにして一体的に捉えた到達目標と評

価の枠組みの中で教科書を位置付け、保育者養成教育として育成すべき力を養う上で、どのような教科書や参考書をど

のように使用するのか明示する。 
キーワード：保育者養成教育，「対話による能動モデル」, 音楽的な知識や技能 

 

１．はじめに  

本研究における「保育者」とは、「制度上規定されてい

る幼稚園教諭免許や保育士資格を取得した者の総称」横

山(2019)を指す。日本の保育者養成教育は、幼稚園教諭

免許(学校教育法に規定)または保育士資格(児童福祉法

に規定)の取得を目的に設置されている保育者養成施設

(「養成施設」と略記)において行われており、保育者養成

カリキュラムにおける保育内容の「領域に関する専門的

事項」を扱う科目として、音楽的な知識や技能の修得を

目標とした授業がある。科目名称は「養成施設」によっ

て異なる。本稿では、「養成施設」において開講されてい

る保育内容の「領域に関する専門的事項」を扱う科目で

ある、音楽的な知識や技能の修得を目標とした授業を「音

楽授業」と称する。                                                   

音楽授業では、現在に至るまでピアノ演奏や「子ども

の歌」(保育・幼児教育の場で活用されているわらべうた、

童謡、文部省唱歌、流行歌など)の弾き歌いに必要な知識

や演奏技能の修得を目標に、教師が音楽的な知識や技能

を一方的に学生に伝授する教育方法が一般的である。こ

の教育方法の最も重大な問題点は、学生が一方的に知識

や技能を伝授される受動的な存在になってしまう点にあ

る。そこで本研究では以上に説明したような教育方法に

よる音楽授業を、「伝授による受動モデルの音楽授業」と

称する(図 1)。 
旧来の「伝授による受動モデルの音楽授業」にある教

師による一方的な伝授型の教育方法については、2000
年代以降、「教授パラダイムから学習パラダイムへの転

換」、あるいは「アクティブラーニング」の提唱の中で克

服されるべき問題として取り上げられ続けてきた(溝上

2014)。平成 24 年に出された中央教育審議会答申の中で

も「従来のような知識の伝達・注入を中心とした授業か

ら、教員と学生が意思疎通を図りつつ、一緒になって切

磋琢磨し、相互に刺激を与えながら知的に成長する場を

創り、学生が主体的に問題を発見し解を見いだしていく

能動的学修(アクティブ・ラーニング)への転換」(中央教

育審議会 2012)が打ち出されているが、音楽授業は旧態

依然の傾向が強いままである。したがって、音楽に関す

る知識や技能の修得を目標として掲げる音楽授業におい

ても、旧来のように教師が音楽的な知識や技能を一方的

に学生に伝授するのではなく、学生の能動性が発揮され
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るような授業実践を行うことが必要ではないか。 

以上のような問題意識に立って授業研究を行っている

先行研究として、小栗(2018; 2019; 2020）がある。小栗

の一連の研究では、教師と学生や学生同士が音楽につい

ての感じ方や考え方を活発に伝え合い演奏の工夫につい

て協働的に探究する過程を重視して、「子どもの歌」を教

材としたピアノの弾き歌いの授業やグループピアノレッ

スンを実験的に行い、省察が重ねられている。その結果、

言葉とのやり取りに留まらず、演奏や身振りなどイメー

ジを表現する媒体を組み合わせることで共感的なコミュ

ニケーションが促進され、演奏の工夫について協働的に

探究する過程が生まれるという示唆が得られている。横

山(2018)も自ら実践した音楽授業の記録を分析し、保育

実践を想定した音楽活動の文脈の中で音楽的な知識を理

解することができるような学修経験と指導の過程が必要

であると洞察している。以上に紹介した先行研究の知見

から、教師による一方的な知識・技能の伝授に頼らない

音楽授業を実践する際には、第一に言葉、演奏、身振り

などを組み合わせながら教師と学生が双方向的に対話し

て共感的なコミュニケーションをとり音楽表現の仕方に

ついて協働的に探究する過程、第二に保育実践を想定し

た音楽経験の文脈の中で音楽的な知識について理解でき

るような授業の展開が、旧来の「伝授による受動モデル

の音楽授業」を克服し学生の能動的な学修を実現するた

めの要点として重要ではないかと考える。 
そこで本研究では、以上の要点をふまえて、学生が保

育実践を想定した音楽経験の文脈の中で学び、教師との

対話を通して問いをもち協働的に音楽表現を探究しその

過程で音楽的な知識や技能を修得していくことを重視す

るような教育方法による音楽授業を「対話による能動モ

デルの音楽授業」と称す (図 2)。それでは、保育者養成

教育としての対話ベースの音楽授業をどのように設計す

れば、学生が能動的に学び音楽的な知識や技能を身につ

けていくことができるのだろうか。その手がかりを、本

研究によって得たい。 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 「伝授による受動モデルの音楽授業」 

 

 

 

 

 

 

 

図 2「対話による能動モデルの音楽授業」 
 

２．研究の目的   
以上より本研究では、音楽授業においてどのような授業

の到達目標が設定され、どのような教科書が使用され、ど

のような学修評価がなされてきたのか、2021 年度に公開さ

れている音楽授業のシラバスを調査し、シラバスから把握

した旧来の音楽授業の設計上の特徴と問題点を明らかにす

る。それにより、保育者養成教育としての「対話による能

動モデルの音楽授業」をどのように設計すれば、学生が能

動的に学び音楽的な知識や技能を身につけていくことがで

きるのかについて示唆を得ることを目的とする。「シラバス」

とは、「学校教育において、教えるべき目標、内容、方法、

生徒の学習方法、指導計画、評価などの概要を示したもの」

(的場 2002)と定義される。本研究でシラバスに着目した理

由は、大学設置基準では、授業計画が詳細に記述されたシ

ラバスを学生をはじめ広く社会に情報公開することが明示

されており、その点で「養成施設」で開講されている各科

目のシラバスに記載された情報は極めて信頼性が高いこと、

授業の設計図とも言えるべきシラバスを参照することに

よって、これまで行われてきた音楽授業の傾向や問題点を

捕捉することができるのではないかと考えたからである。 
 

３．研究の方法 

 研究の方法は、以下のとおりである。  
１）東海三県にある「養成施設」の合計 26 施設 1)がホー

ムページ上で公開している 2021 年度開講の音楽授

業 76 科目のシラバスを収集し、到達目標、学修評

価の方法、教科書に関する情報を抽出する。 
２）１）で抽出した情報を量的な傾向として捕捉し、全

体的な特徴と「対話による能動モデルの音楽授業」の

枠組みからみた音楽授業の問題点を明らかにする。 

３）以上をふまえて、保育者養成教育としての「対話に

よる能動モデル音楽授業」をどのように設計すれば、

学生が能動的に学び音楽的な知識や技能を身につけ

ていくことができるのかについて示唆を得る。 
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85％

（62）

30％

（23）

33％

（25）

A B C

４．シラバスの調査結果 

（1）到達目標   

 シラバスで示されている各科目における到達目標の一覧

は、論文末資料 1 のとおりである。76 科目すべてにおい

て、音楽の基礎的な知識及びピアノ演奏や弾き歌いの技

能の修得が目標として挙げられている。記載例として、

「保育や音楽教育で必要な基礎的なピアノ演奏技能や

子どもの歌などの弾き歌いの基礎力を習得する」(資料 1 
No.5 )、「保育における音楽実践に関する基礎的な音楽理

論と技能を身につけることができる。保育における音楽

実践に関する基礎的な音楽理論と技能を、実際の保育実

践と結び付けてとらえることができる。保育における音

楽実践に関する基礎的な音楽理論と技能を、実際の保育

の中で展開できる」(資料 1 No. 28)がある。 
次に、保育実践を想定した音楽経験の文脈の中で学修

することを前提に音楽の基礎的な知識及びピアノ演奏や

弾き歌いの技能の修得が到達目標として設定されている

かについて調べると、全体の 72%のシラバスの到達目標

が該当している。しかし、音楽の基礎的な知識及びピア

ノ演奏や弾き歌いの技能の修得が保育実践を想定した音

楽経験の文脈の中でどのように位置付けられているのか

不明瞭なシラバスも 28%ある(図 3)。記載例として、「基

礎的なピアノの演奏技術を身に付ける（オリジナルバイ

エル進行表 78 番まで）。基礎的な音楽理論を理解する。 
コードを用いての簡単な子どもの歌の弾き歌いができる

ようになる」(資料 1 No.30 )、「1) 読譜法、簡単なコー

ド伴奏、発声法、歌唱法を学び、弾き歌いができること、

2) ピアノでの豊かな音楽表現の技術習得（ピアノ初心

者バイエル 60 番修了）を目標とする 」(資料 1 No.54 )
がある。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

図 3 授業の到達目標における保育実践を想定した音 

楽経験の文脈の有無 

 

（2）学修評価の方法 

シラバスで示されている各科目における学修評価の一覧

は、論文末資料 2 のとおりである。76 科目のシラバスに

示された学修評価の方法を調べてみると、評価方法が開

示されているシラバスは、全体の 84%である。一方で、

評価方法が開示されていないシラバスも 16%ある。評価

方法が開示されていないシラバスの記載例として、「技術

力（40%）、表現力(60%)」（資料 2  No.11）、「平常点、

取り組み方を総合的に判断する。」（資料 2  No.38）が

ある。 
評価方法の具体としては、実技テストや筆記テストを

行ったり、学修シートや課題レポートを提出させたりす

る方法が採られている。①演奏技能を評価するために実

技テストを実施している割合は、全体の 85%を占める。

また、②知識の理解度を評価するために筆記テストを実

施している割合は、全体の 30%である。他に、③おそら

く知識の理解度や学修に向かう姿勢を評価するために学

修シートや課題レポートなどの記述物を提出させている

割合は、全体の 33%である（図 4）。以下に示すように、

①②③のいずれか 1 種類実施しているところもあれば、

併用しているところもある。具体的には、①と③の併用

が 23%、①単独が 25%、①②③の併用が 19%、①②の

併用が 17%、③単独が 3%である（図 5）。 
一方で、学修に向かう姿勢のような情意目標をどのよ

うに評価しているのかという具体的な方法が開示されて

いない科目は、全体の 80%を占めている(図 6)。記載例

として、「学習意欲、目標到達度、積極性」(資料 4 No.21)、
「意欲・受講態度・取り組みの姿勢」（資料 4 No.45）が

ある。       
 

                          
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

図 4 評価方法の具体(述べ数) 

 保育の文脈と関連付けた

到達目標が示されている。 
保育の文脈と関連付

けた到達目標が示さ

れていない。 

＜表記例＞ 
A：実技テスト  B：筆記テスト   
C：その他(学修シートや課題レポートなど) 
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36％

(23)

25％

(16)

19％

(12)

17％

(11)

3％

(2)

80％

(51)

20％

(13)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

図 5 評価方法の組み合わせ方 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 6 シラバスにおける情意目標に対する 

評価方法の開示の有無 

 

（3）教科書 

シラバスで指定されている教科書 2) の一覧は、論文末

資料 3 のとおりである。それらの教科書を種類別に見る

と、A「子どもの歌」が多数掲載されている楽譜集、B ピ

アノなどの鍵盤楽器を演奏する際の手指の操作スキルに

習熟するためのトレーニングを行うために編纂された教

則本、C 音楽の基礎的知識を扱う音楽理論の解説書、D そ

の他(ソルフェージュのトレーニングを行うために編纂

された楽譜集、器楽合奏の楽譜集など)に分類することが

できる。以下に示すように、ABC のいずれか 1 種類実施

しているところもあれば、併用しているところもある（論

文末資料 4）。具体的には、AB の併用が 28%、A 単独が

18%、ABD の併用と AD の併用が各 12%、ABC の併用

と B 単独が 8%、BC の併用が 5%である（図 7）。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 教科書の組み合わせ方 

 

５．調査結果に基づく考察 

以上の調査結果に基づき、2021 年度に公開されている

東海三県 26施設 76科目のシラバスからみた旧来の音楽

授業の特徴と、「対話による能動モデルの音楽授業」の枠

組みからみた問題点を明らかにする。 

 

（1）到達目標 

最初に各科目において設定されていた到達目標を調べ

た。設定されていた科目としての到達目標は、音楽の基

礎的な知識及びピアノ演奏や弾き歌いの技能の修得が自

明の理となっていた。しかし、保育実践を想定した音楽

経験の文脈の中で学修することを前提に、音楽の基礎的

な知識及びピアノ演奏や弾き歌いの技能の修得が到達目

標として設定されているかといえば、保育者としての専

門性や保育実践との関連付けが明示されていないシラバ

スが約 3 割を占めていた。このことから、保育者として

の専門性や保育実践力の重要な構成要素として音楽の基

礎的な知識及びピアノや弾き歌いの演奏技能があること

を学生に対して明示することが重要であるという意識を

もたないまま計画している教師もいるという特徴が明ら

かとなった。ピアノや弾き歌いの演奏技能を第一義的に

評価してきた旧来の音楽授業の背景には、このような教

師の意識があるのかもしれない。 
 

（2）学修評価の方法 

 次に各科目における学修評価の方法がどのように開示

されているのかを調べた。その結果、演奏技能を評価す

るために実技テストを実施していた割合が 85%であっ

情意目標に対する評価

方法が開示されている。 
情意目標に対する

評価方法が開示さ

れていない。 

B・C の併用 

明記されていない 

A・B の併用 

A 単独 

AC併用 

Aのみ 

ABC併用 

AB併用 

C のみ 

A・D の併用 

A・B・C 
の併用 

A・B・D 
の併用 

B 単独 

＜表記例＞ 
A：子どもの歌  B：ピアノ実技 
C：音楽理論  D：その他(ソルフェージュ、合奏など) 

＜表記例＞ 
A：実技テスト  B：筆記テスト   
C：その他(学修シートや課題レポートなど) 

104



小栗祐子・横山真理 

 

た一方で、知識の理解度を評価するために筆記テストを

実施していた割合は 30%であり、予想に反して少なかっ

た。また、演奏技能を評価するための実技テストと知識

の理解度を評価するための筆記テストを併用していた割

合も予想に反して少なく 36%にとどまっていた。逆に予

想に反して多かったのが、「学習意欲、目標到達度、積極

性」や「意欲・受講態度・取り組みの姿勢」といった文

言に表れていたように、約 7 割のシラバスが学修に向か

う「姿勢」「態度」といった情意的な目標に対する評価に

ついて記載していることであった。この調査結果は意外

であった。なぜなら、設定されていた科目としての到達

目標には、音楽の基礎的な知識及びピアノ演奏や弾き歌

いの技能の修得は明確にされていたものの、学修に向か

う姿勢・態度といった情意的な到達目標を設定していた

シラバスは 10%ほどしかみられなかったからである。し

かも、情意的な目標に対する評価については、どのよう

な評価方法によって判断するのかが明確に示されていな

ければ、教師の主観や独断に頼った評価にならざるを得

ない点で問題があるが、「姿勢」や「態度」をどのような

根拠資料によって評価するのかという評価方法の具体が

開示されていないシラバスが 80%を占めるということ

も明らかになった。以上より、ピアノの演奏や弾き歌い

の技能の評価は実技テストの方法によって当たり前のよ

うに行われてきたのだが、音楽的な知識の理解度の評価

については実技テストほどにはなされておらず、逆に「態

度」面の評価を、評価方法を明示しないまま計画してい

るという特徴が浮き彫りになった。 
 

（3）教科書 

 教科書については、子どもの歌の楽譜集の使用の割合

が 77%、ピアノ教則本のようなピアノの演奏スキルを身

につけるための楽譜集の使用の割合が 60%であった。両

者の組み合わせの割合は、47%であった。このことから、

子どもの歌の楽譜を使用してピアノ演奏や弾き歌いの技

能を修得させるという傾向が強く、保育者養成教育とし

て位置付けられている「音楽授業」の枠組みから言えば

当然のことだろう。一方で、ピアノの演奏技能を身につ

けるための楽譜集の使用の割合も多く見られ、保育者が

身につける基礎的な技能としてピアノの演奏技能が重要

であり、そのような技能は手指の操作的なトレーニング

の継続によって身につくものだ、という教師の考えが強

く反映している可能性がある。このことから、保育者養

成教育としての「音楽授業」である以上、保育の文脈で

の学びは欠かせないが、子どもの歌の楽譜集を使用する

一方で、手指の操作的なトレーニングのためのピアノ教

則本の使用も重視されている。保育者養成教育としての

ピアノ演奏や弾き歌いにとって必要な技能とはどのよう

な技能なのか、という点の教師の考えがわかりにくいと

いう特徴もみられた。 
 

６．まとめと今後の課題 

 本研究の目的は、保育者養成教育としての対話ベース

の音楽授業をどのように設計すれば、学生が能動的に学

び音楽的な知識や技能を身につけていくことができるの

かについて示唆を得ることであった。そのために、音楽

授業においてどのような授業の到達目標が設定され、ど

のような教科書が使用され、どのような学修評価がなさ

れてきたのか、2021 年度に公開されている音楽授業のシ

ラバスを調査し、シラバスから捕捉した旧来の音楽授業

の設計上の特徴と問題点を明らかにした。それをふまえ

て、保育者養成教育としての対話ベースの音楽授業をど

のように設計すれば、学生が能動的に学び音楽的な知識

や技能を身につけていくことができるのかについて得ら

れた示唆を、以下の 4 点にまとめる。 
１）目標と評価の一体化: シラバスを通して教師と学生

が共有する授業の到達目標と学修評価の方法の具体

を一対のものとして捉える必要がある。 
２）知識理解、技能、学修に向かう態度の 3 つの観点を

関連付けながら、授業の到達目標と学修評価の方法

を設定する。 
３）保育実践を想定した音楽経験の文脈の中で学修する

ことを前提に、音楽の基礎的な知識及びピアノ演奏

や弾き歌いの技能の修得が到達目標として設定する。 
４）学修に向かう態度のような情意的な目標に対する評

価方法の具体を明示する。 
５）以上のようにして一体的な捉えた到達目標と評価の

枠組みの中で教科書を位置付け、保育者養成教育と

して育成すべき力を養う上で、どのような教科書や

参考書をどのように使用するのか明示する。 
最後に、今後の研究課題について述べる。 
一つ目は、保育者養成教育としての音楽授業において

学生が修得すべき音楽的な知識や技能、学修に向かう態

度の具体について、改めて理論的に検討することである。 
二つ目は、メタ認知能力や思考力や協働性のような汎

用的能力の位置付けについて、改めてシラバスを調査し

たり理論的に検討したりすることである。この問題につ
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いては、今回取り上げることができなかったのだが、本

来的にはこの汎用的能力の育成こそが能動的な学修を通

して育成すべき重要な資質・能力の構成要素に位置づい

ている。 
三つ目は、理論的検討と並行して「対話による能動モ

デルの音楽授業」の指導計画を立てて実験的に実践し、

それを積み重ねながら授業研究を進めることである。 
 

付記 

１．本研究は、一般社団法人全国保育士養成協議会中部

ブロック協議会ブロック研究助成「保育学生の主体

的・対話的で深い学びを実現する『子どもの歌』を教

材とした弾き歌い授業の研究」(2020 年度)を受けている。 
２．本稿は、令和 3 年度保育学会全国大会における口頭

発表の内容をふまえて執筆した。 
３．執筆に当たっては、1.はじめに、2.研究の目的、3.
研究の方法、を横山が執筆し、4.シラバスの調査結果、

5.調査結果に基づく分析、6.まとめと今後の課題、を

小栗が執筆した。内容については両者の協議による。 

 

注 

１）指定保育士養成施設一覧（https://www.mhlw.go.jp/ 

content/000526901.pdf）より、愛知県・三重県・岐阜県

の指定保育士養成施設 26 校を取り上げた。 

２）各教科書教材についての出典は、別紙資料 1 に示して

いる。 
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資料 1  76 科目のシラバスにおいて設定されている授業

の到達目標一覧 
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小栗祐子・横山真理 

 

資料 2 評価方法一覧 
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小栗祐子・横山真理 

 

教科書名 編著者・監修者 出版社

うたって、つくって、あそぼう 幼児表現教育研究会  音楽之友社

これなら弾ける保育の歌ピアノ伴奏160 本間玖美子ほか ナツメ社

続こどものうた２００ 小林美実 チャイルド社

簡易伴奏による実用こどものうた改訂版 高崎和子ほか カワイ出版

幼児のうた130選 繁下和雄 全国社会福祉協議会

現場で役立つ幼稚園教諭・保育士のためのピアノ入門 東京福祉保育専門学校編 ドレミ楽譜出版

保育士・幼稚園教諭のための弾き歌い伴奏集　選べるステップ 第1・2巻 大海由佳ほか GAKKEN

幼児の歌 130選 繁下和雄 全国社会福祉協議会

楽しい音楽表現 高御堂愛子ほか 圭文社

こどものうた200 小林美実 チャイルド本社

「弾き歌い」幼稚園・保育園のうた/ピアノ伴奏曲集 本廣明美ほか ドレミ楽譜出版

幼稚園・保育所・家庭で 楽しく歌あそび123 河北邦子  ミネルヴァ書房

保育の四季 歌のカレンダー 伊藤嘉子ほか 株式会社ATM

こどものうた大百科 松山祐士  ドレミ楽譜出版社

うたのファンタジー  木許　隆 圭文社

いろいろな伴奏で弾ける選曲　こどものうた100 小林美実ほか チャイルド社

幼児のうたとあそび 桐生敦子ほか みらい

こどものうた[簡易伴奏曲付] 田中常雄 圭文社

簡易ピアノ伴奏による 実用版 ようちえんほいくえんのうた大集合決定版 デプロMP DEPRO MP

楽しい音楽表現 木許　隆ほか 圭文社

ポケットいっぱいのうた　実践　こどものうた　簡単に弾ける144選 鈴木恵津子・冨田英也 教育芸術社

保育のピアノ伴奏  子どもの大好きなうた150曲 阿部直美 日本文芸社

簡易伴奏による  こどもの歌ベストテン 板東貴余子 ドレミ楽譜出 版社

標準バイエルピアノ教則本（併用曲付） 全音楽譜出版社出版部  全音楽譜出版社

ブルグミュラー25の練習曲 全音楽譜出版社出版部  全音楽譜出版社

ソナチネアルバムⅠ 全音楽譜出版社出版部  全音楽譜出版社

ピアノキャンバス 小川宜子ほか ドレミ楽譜出版社

この一冊でわかるピアノ実技と楽典 深見友紀子ほか 音楽之友社

現場で役立つ幼稚園教諭・保育士のためのピアノ入門 東京福祉保育専門学校編 ドレミ楽譜出版

標準版ピアノ楽譜 バイエルピアノ教則本 「やさしい楽典」付 New Edition 伊藤康英 音楽之友社

左手のための実用伴奏法～ハンドフォームとポジション奏法による 甲斐 彰 音楽之友社

Let's play the BEYER 荒井 弘高 圭⽂社

歌唱教材伴奏法バイエルとツェルニーによる 大学音楽教育研究グループ 教育芸術社

ピアノへのアプローチ4Steps 伊藤嘉子ほか 音楽之友社

ピアノ・カラフルセレクション 岡田暁子 共同音楽出版社

全訳ハノンピアノ教本 全音楽譜出版社出版部  全音楽譜出版社

初級ピアノ・テクニック速習ステップス 木許　隆ほか 音楽之友社

大学ピアノ教本 教芸音楽研究グループ  教育芸術社

保育者のための楽典と和声　音楽の約束ごと 辻本健市 サーベル社

おんがくのしくみ 今川恭子ほか 教育芸術社

この一冊でわかるピアノ実技と楽典 深見友紀子ほか 音楽之友社

音楽通論 教芸音楽研究グループ  教育芸術社

保育の現場で聴かせたい　ピアノ名曲で子どもと遊ぼう 本廣明美ほか ドレミ楽譜出版

保育用ピアノマーチ集 一宮道子 全音楽譜出版社

コールユーブンゲン（全訳） フランツ ヴェルナー 大阪開成館

音楽の基礎 木許　隆ほか 圭文社

音楽テキスト －音楽表現技術・子どもと音楽－ 高田短期大学音楽研究室 高田短期大学音楽研究室

保育・幼児教育のためのMusic Text 高田短期大学音楽研究室 高田短期大学音楽研究室

資料 3 教科書教材一覧 
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資料 4 教科書の使用形態 
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